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外国人インタビュー 川崎で活躍する外国人を紹介10

スイス出身
スイスと日本を行き来しながら、自身の世界観を広げ続けるイラストレーター

年前にスイスから、日本人の奥
様のご実家がある川崎市内に

転居し、仕事場でもあるご自宅でイラ
ストなどの制作活動を続けています。
スイスにいる相棒との仕事が中心だそ
うですが、以前インターンシップをした
東京のグラフィック・デザイン会社の仕
事をすることもあるそうです。　

イラストレーションに
出会ったのは？

両親は店を持っていていつも忙し
かったので、3歳ごろからよく1人で絵
を描いていました。今描いているキャ
ラクターも、そのころの延長ですね。自
分が行ってみたいところ（特に水中の
世界とかビーチ）や空想上の場所を
描くのが好きで、「形」やデザインに引
かれます。

大学で建築を学んだ後、美術大学
に行き直して、イラストやグラフィティ
アート（壁にスプレーなどで描くアー
ト）、タイポグラフィ（活字書体のデザ
インなど）やピクトグラム（絵文字）に
制作活動を広げました。

日本での生活はいかがですか？
今まで京都や沖縄、長野などに行

きましたが、自然が多い地域は特に
美しくてインスピレーションを受けます
ね。京都に行ったときは金閣寺や鬼
をイラストにしました。今度、北海道の
北部を旅行したいと思っています。

日本は、「平和で穏やかだけれども
忙しい」という印象です。生活は便利
でサービスの質は高くて素晴らしい。で
も、スイスに一時帰国すると「何でもい
つでも手に入る生活」は本当に必要
かなと考えさせられることもあります。

日本のアニメなどは見ますか。
はい。宮崎駿監督の作品が好き

です。
また、やなせたかしさんの「あんぱん

まん」も娘（4歳）と一緒によく見ます。
いろいろな世界やキャラクターが出て
きて楽しいです。個人的に好きなのは、
バタ子さん。髪型と後姿が好きです。
ジャムおじさんの話し方も好きですね。

地域の方との交流は？
川崎市国際交流センターの日本

語講座で市内外の外国人と交流した
り、妻や子どもを通じて地域の人と会
います。この前長男（0歳）がぐずった

ので散歩に連れ出したら、偶然同じ地
域に住んでいて、同じように抱っこひ
もで赤ちゃんを連れているスウェーデ
ン人男性に会って連絡先を交換しま
した。川崎市は意外と外国人が多い
ですね。

仕事の性格上一人でする作業が
多いのと、日本語が必ずしも必要では
ないのでなかなか上達しませんが、娘
も大きくなってきましたし、漢字にも興
味があるし、日本語の勉強は続けて、
仕事や生活の上で日本語に困らない
ようにしていきたいです。

仕事場であるご自宅も、フィリップさ
んの独創的で楽しいイラストやキャラ
クターに囲まれていました。これからも
新しい世界が広がっていくのが楽し
みです。
（（公財）川崎市国際交流協会広報担当）
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夫の転勤に伴い、2014年8月
から家族でアメリカ・テキサス州の
ヒューストンに暮らしています。渡
米当時中学2年生の娘と小学校
4年生の息子も一緒です。

ヒューストンは全米第4位の都
市であり、多くの石油関連企業が
オフィスを構えています。テキサス
州はメキシコと国 境を接し、
TEX-MEX（テクスメクス）と呼ば
れるテキサス風メキシコ料理を楽
しむことができます。

私たちが住む地域の教育制度
は「5・3・4年制」を取っていて、小
学校が5年生まで、高校が4年間
あります。学年の開始時期も異な
るため、現在日本では中学3年生
の娘は既に高校2年生に、小学
校5年生の息子は中学1年生に
なっています。義務教育も高校卒
業までと定められています。

中学と高校は朝7時30分から
1時限目が始まり、7時限目まで毎
日同じ教科を同じ時限に繰り返し
ます。同じ学区内だと、年間スケ
ジュールはキンダー（幼稚園）から

高校まで全く同じなので、兄弟片
方だけがお休みなんてことはあり
ません！ 親は助かりますね。

先生と保護者間のやり取りはＥ
メールやテキストメッセージ（※1）で
行われます。生徒・保護者用の専
用インターネットサイトでは、各教科
の宿題や授業資料、自分の子ど
ものテスト結果や宿題の評価点を
すべて、いつでも確認できます。す
べての家庭にネット環境が整い、
使いこなせる状態が当たり前であ
ることに最初は感動したものです。

息子の学習内容で一番戸惑っ
たことは、常に「なぜ？」と問いかけ
があることです。例えば、シンプル
な計算問題でも最後に「なぜそう
なるのか、説明せよ。」とあります。
結果だけではなく、過程や理由を
説明する力を求められます。

課外活動としての部活動は中
学2年生からありますが、一部の
スポーツのみに限られています。
高校生になると一気に選択肢が

子どもを通じて感じる
教育の制度や環境の違い

増えます。入部時にはすべて「トラ
イアウト」と呼ばれるテストがあり、
強豪チームだと小さいころから
習っていても入部できないことが
あります。幸運なことに、娘は高校
2年生からテニス部に入ることが
出来、毎日練習に励んでいます。

文系部活動に近いものは選択
科目扱いで、中学1年生から始ま
ります。息子の学校では、ブラスバ
ンド、オーケストラ、演劇、コーラス、
アート（美術）が選択肢で、息子は
ブラスバンドのサックス担当になり
ました。バンドの授業は毎日あり、
毎日自宅で楽器を練習することが
宿題です。ちなみに楽器はレンタ
ルも可能です。

学校行事としては、小学校最
終学年あたりからダンスパー
ティーがあったり、高校生ではフッ
トボール観戦をメインとした「ホー
ムカミング（※2）」と楽しいイベントも
あります。

もうすぐ1年で街並みが一番美
しくなる季節、クリスマスがやって
きます！ 雪が降らないヒューストン
ですが今から楽しみです。

（文・写真：種井　陽子さん提供）

部活動や学校イベントも違います

小・中・高は「6・3・3」でなく
「5・3・4」で12年間

授業内容や子どもの成績は
インターネットで丸わかり

【アメリカ合衆国】
United States of America

◉アメリカ・ヒューストン在住

レポーター

（お嬢様と一緒に）

種井 陽子さん（右）

▲中学のスクールバス

イラストレーター mr.Paprikoこと

PAPRIKO ink. HP（フィリップさんの作品が見られます） ： http://www.papriko.com/

フィリップ ケーサーさん

創作活動は、ご自宅の一室で

日本のバンド「ORANGE RANGE」の
アルバム・ジャケット
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アメリカ合衆国
面積：962.8万㎢
人口：3億875万人
首都：ワシントンD.C.

アメリカ合衆国

メキシコ

テキサス

カナダ

ヒューストン
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ロサンゼルス ワシントンD.C.

※1 テキストメッセージ：携帯電話やPHSで送受信する短いメッセージ
※2 ホームカミング：年に一回（通常秋）卒業生たちを母校に迎え、ダンスや同窓会など各種イベントを楽しむイベント

高校のテニスコート　
（夕方や土日は一般開放されます。）▶

10月末の　
ハロウィーンの様子▶

▲高校「ホームカミング」の　フットボール観戦です。
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